
 

 

A4 7頁（210mm × 297mm ) 
 

■中村家の竈の特徴 

中村家の竈は 4 口構成となっている。

写真左が大竈である。釜の直径は 60㎝、

深さは 47 ㎝となっている。右側に 3つ

並ぶ釜の直径が 30 ㎝、深さ 24 ㎝とな

っていることと比べるとその大きさが

うかがえる。3つの釜の奥には茶釜も置

くことができる。 

下部には焚口と灰取り口がある。焚口

には薪を入れる。そこで燃焼して灰に

なったものが灰取り口に落ち、回収で

きるようになっている。 

 

 

   

  

 

● 竈（かまど） ● 

竈は食事を支える重要な調理設備であった。穀物や食料品などを加熱調理する際に用いられ、 

1950年代頃までは国内の多くの家庭で使用されていた。 
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２  生活の道具   




